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This paper is about a preparatory research on Reijinhi in Mt. Ontake. Reijinhi is a unique form of tomb/cemetery in Japan. 
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1． 序論 

(1) 研究の背景・目的と本報告の限界 
本稿は、大阪観光大学令和 2(2020)年度共同研事業の研究成果の一つである。厳密に言えば、その前年度である

平成 31（令和元）年度大阪観光大学研究ブランディング事業のおける研究の継続に相当する。 

本共同研究の目的は、「急激な変容を見せる現代の日本・韓国・中国の「墳墓文化」に注目し、「死者」をめぐる

比較研究の枠組み構築を目的とする」というものであった。 

本共同研究の内容は、「「墳墓文化」に見られる現代の各国社会の急速な変容を、（1）歴史的文脈の上に跡づけ、

(2)現代社会におけるその意味合いを宗教学的かつ政治学的に考察する」というものであり、その計画・方法として

は、「まず各国の墳墓をめぐる現状を抽出し、歴史的文脈の上に位置づけ、「死者とナショナリズム」という観点か

らの含意を抽出し、墳墓施設の対象を絞り込んだ上でフィールドワークを実施する」というものであった。 

実際に共同研究者の金教授は「死者とナショナリズム」という観点からいくつかの研究成果を残された（金

（2021）、金(2024)）。 

しかし、改めて考えてみると本件研究目的及び内容は筆者の手にあまるものであり、かつ、取り組みを始めた直

後にコロナ禍に遭遇することとなり、いらずらに時間だけが経過することとなってしまった。 

そこで本稿は現時点での限定的な文献調査と現地調査の結果及びその考察のみを目的とし、中間報告として提示

するにとどまる。 

 

(2) 先行研究の概観 
本稿で考察するのは御嶽山信仰における霊神碑という種類の墳墓である。筆者は御嶽山の霊神碑に数十年にわた

り接している。御嶽山信仰は日本特有の山岳信仰の文化を色濃く残しており、また神仏習合ないし修験道の教義を

含む場合があるため、明治期に禁止され、戦後その禁止が解かれた日本の宗教形態と関わっており、ナショナリズ

ムと無関係というわけでもない。もっとも、検討した先行研究は日本山岳修験学会の論文を中心とするものであ

り、墳墓文化に見られる日本社会全体の急速な変容とは直接関わらないともいえそうである。 

2． 現地調査 

(1) 概要 
2019 年 9 月 7 日頃に御嶽山黒沢口へ訪問し、御嶽山霊神碑の撮影と聞き取り調査を行った。 
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写真-1 御嶽山八合目あたりの霊神碑（2919 年 9 月 7 日撮影） （出典：筆者撮影） 

 
 

 
写真-2 御嶽山⿊沢登山⼝付近の霊神碑（2019 年 9 月 7 日撮影）（出典：筆者撮影） 
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写真-3 御嶽山⿊沢登山⼝の霊神碑。手前は文字のみ霊神碑、その奥に人型の霊神碑、最奥の碑には神名（不動明

王、御嶽大神）が記されている。（2019 年 9 月 7 日撮影）（出典：筆者撮影） 
 

 
写真-4 御嶽山の霊神碑石材置き場（2019 年 9 月 7 日撮影）（出典：筆者撮影） 
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写真-5 御嶽⿊光真石（おんたけまっこうまいし）（御嶽山の霊神碑の素材）（2019 年 9 月 7 日撮影） 

（出典：筆者撮影） 
 

(2) 田中石材店における聞き取り 
日時：２０１９年９月７日頃 
場所：田中石材店 
対象者：田中充昭（みつあき）（一級技能士）５２歳 跡継ぎ。 
田中一繁（かずしげ）８１歳 先代。 
内容： 
１、霊神碑の総数：約２万基。 
２、関係寺：大泉寺 
３、石：⿊光真石。田中石材さんはストックしている。ダイアモンド加⼯する。 
 御影石のものもある。 
 完成品が中国から来る場合もある。 
４、形：川原石を２つに割るとこうなる。 
 重たいから切る。運搬の理由。舟型。形に宗教的な意味はないという説。仏像の光背に似せたという説。 
 四角は難しい。 
 二人で担ぐ。 
 ４人〜９人で担ぐこともある。 
 それ以上は引っ張る。 
 意図せず割れることもある。 
５、骨と土葬：骨はない。土葬でもない。 
６、礼拝対象：礼拝対象である。生前に建てる人もいる。亡くなった人を納めたいということではなく、遺言で建
ててくれと頼まれた、ということで建てられる。覚明さんのころの熱意がなくなった。 
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７、大泉寺に詳しい情報があるかもしれない。石⼯の守屋貞治の像がある。高遠の人。 
８、リアルな石像はころげやすい。 
９、昔は銅像もあった。供出したから少ない。 
１０、注文から完成まで２ヶ月から３ヶ月。 
１１、台は木曽福島。 
１２、価格は３０万円から数百万円。 

(3) 田中旅館における聞き取り 
日時：２０１９年９月７日頃 
場所：木曽御嶽山⿊沢⼝四合目松尾滝大祓滝田中旅館 
対象者：田中大雄（５４歳） 
内容： 
１、お墓の正式名称：霊神碑。魂が神様になる。お墓参り。礼拝の対象。 
２、なぜあの形なのか。四角でも五輪の塔でもない。：自然石。自然。 
３、どこでも建てていいのか。誰の許可がいるか。縄張りはどう形成されるのか。：山にもあった。地権者。 
４、霊神の名付け方。：つけない。 
５、石材などこから。：古いものは地元。今は輸入。 
６、骨はあるのか。：ない。 
７、土葬なのか。：ない。 
８、リアルなもの。：講社による。 

3． 今後の課題 
なぜ信者は通常の墓の他に霊神碑を持つのか。そしてそのことはナショナリズムと関わるのか。 
また、御嶽山登拝はなぜ流行り、なぜ廃れたのか。そのことはナショナリズムと関わるのか。 

これらが今後の考察課題である。 
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